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ス」として、標本とは別の枠組みで観察データ（オカレンスデータ）を入力できるデータベー

スを新たに構築し、入力を行った。

地図化において重要なのは位置情報である。採集地点や観察地点が明確なものはその地点

の緯度経度を入力したが、古い標本で正確な採集地点が不明なものや、探鳥会などある程度

の範囲の中での観察記録の場合は、基準を設けて位置を決めた。たとえば、探鳥会の場合は、

観察ルートの出発点などである。分布マップとしての精度は若干落ちるが、元のデータベー

スの中に位置情報の決め方を記載しておくことで、詳細情報が必要な場合は取捨選択できる

ようにしている。

２）データベース情報の地図化

データベースの地図化については、当館の「びわはく GIS」の目的に合致し、「I.B.MUSEUM 

SaaS」のデータを使うことが可能な業者にプラットフォーム構築を委託した。地図化のイ

メージは、奈良文化財研究所のデータベース（https://www.nabunken.go.jp/publication/）

にある「文化総覧WebGIS」を参考にした。ここでは、様々な地図をベースマップとして

分布情報をのせることが可能となっており、その機能をもたせるようにした。具体的には、

「I.B.MUSEUM SaaS」のデータベースから、Web API（Application Programming Interface）

の公開設定画面で公開する項目を選択し、地図化システムへとデータを移行することで、地

図上にデータを載せられるようにした。

６．「びわはく GIS」の画面の見方と使い方

先ほど紹介した当館の「ウェブ図鑑」のページから「デジタル琵琶湖博物館」を選ぶと、「デ

ジタルミュージアムへようこそ！」というページが現れる。そのページの下の方に「びわは

く GIS」のバナーがある（図 1）。このバナーをクリックすると、現在公開されているびわは

く GIS の地図が現れる。生物分布の場合、生息環境との関わりが重要となるため、ベースマッ

プは国土地理院の全国最新写真となっているが、国土地理院の標準地図や白地図にベースマッ

プを変更することも可能であ

る。その他に、年代別空中写

真も重ね合わせることが可能

であり、1928 件頃から 1990

年までの空中写真を、様々な

透明度で重ね合わせることが

できるようになっている。た

だし、年代によっては滋賀県

の空中写真が含まれていない

図１　「デジタルミュージムへようこそ！」のページの
「びわはく GIS」のバナー

（https://www.biwahaku.jp/post_28.html）
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年代もあるため、今後は滋賀県の空中写真のある年代に絞り込むなど改良が必要となっている。

2024 年 12 月 10 日現在、公開されているデータは収蔵標本の採集情報のみだが、各地点で採

集された種数が地図の円の中に示されている。探鳥会の観察データも執筆時点では未公開だが

地図化できるところまできているため、準備が整い次第公開していく予定である。

「びわはく GIS」の説明や操作方法については、「びわはく GIS」のバナーの下にある「びわ

はく GIS の説明へ」からたどることができる。そのページの中に、「びわはく GIS の使い方 .pdf」

がある。ファイルを開くと、画面の見方と使い方の説明が見られるようになっている（図 2）。

画面の見方についてはすでに述べたとおりだが、使い方についてもここに解説を載せている。

たとえば、ある生物がい

た場所を調べる場合、資

料名の欄に種名を入力し

て検索すると、その種の

分布が地図上に表示され

る。詳しく知りたい場所

を拡大し、赤点をクリッ

クすると、その地点にあ

るデータが表で示され

る。この中から資料 ID

をクリックすると、各

データのより詳細な情報

が画面に表示される。画

像も表示できるように

なっており、収蔵資料の

場合は剥製など登録標本

の写真が出てくるように

なっている。また、背景

となる空中写真の年代を

変えることで、現在と過

去の環境を視覚的に確認

することができ、環境の

変化と鳥類などの生物の

分布の変化を見くらべる

ことができるようになっ

ている。
図２　びわはく GIS の画面の見方と使い方

（https://www.biwahaku.jp/uploads/cd851e8e241097a2948debfe822a3dbb42a1
3f02.pdf）
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７．「びわはく GIS」の今後

本稿の内容は原稿執筆時点のものであり、「びわはく GIS」のデータ追加とインターフェース

の改修は現在も継続中である。探鳥会データも近日中に公開予定となっている。また、年代毎

に区切って分布情報を表示できるようにする予定もあり、その方法についても検討していると

ころである。特に鳥類の場合、渡り鳥など季節によって分布種が異なり、繁殖期と非繁殖期で

は分布の意味や重要性が異なるため、季節毎の分布の変化なども表示できるような仕組みを検

討中である。今後は、学術データ、県の RDB 鳥類部会のデータ、提供可能な方の観察記録や

野帳記録など、さらにデータを増やし、それを整理して活用しやすく保存することで、滋賀県

の鳥類情報を蓄積し、詳細な分布地図を描けるようにしていきたいと考えている。

「びわはく GIS」の鳥類分布情報には、二つの目的と活用がある。ひとつは、フィールドでの

野鳥観察の補助ツールとして、自然への興味を引き出す手助けとしてもらうというものである。

これは、一般公開した「びわはく GIS」の活用によって実現していきたいと考えている。もう

ひとつは、地域の人々が持つ生物情報を、散逸しないように収集、蓄積し、それを学術研究やレッ

ドデータブックの検討材料として使ってもらうことで、滋賀県の鳥類の保護管理に役立てても

らいたいというものである。こちらは、「びわはく GIS」の元データとなる鳥類分布データベー

スに、できるだけ信頼性の高い情報を蓄積することと、それを非公開の「びわはく GIS」とし

て保持することで、必要に応じて利用できるようにしたいと考えている。地域の人々の信頼と

協力のもとに情報を提供いただき、それを蓄積し活用できるように整備していくことで、地域

の価値の発見や発信につなげていくことは、地域博物館ならではの活動として重要であると考

えている。






